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　會くわいの名なは──會費くわいひが九圓九十九錢きうゑんきうじふきうせんなるに起因きいんする。震災後しんさいご、多年たねん中絶ちうぜつして居ゐたのが、頃日このごろ區劃整理くくわくせいりに及およばず、工事こうじなしに復興ふくこうした。時ときに繰返くりかへすやうだけれども、十圓じふゑんに對たいし剩錢つりせん一錢いつせんなるが故ゆゑに、九圓九十九錢きうゑんきうじふきうせんは分わかつたが、また何なんだつて、員數ゐんすうを細こまかく刻きざんだのであらう。……つい此この間あひだ、弴とんさんに逢あつて、其その話はなしが出でると、十圓じふゑんと怯おどかすより九九九くうくうくうと言いふ方はうが、音〆ねじめ……は粹いき過すぎる……耳觸みゝざはりが柔やはらかで安易あんいで可よい。それも一ひとつだが、其その當時たうじは、今いまも大錢たいせんお扱あつかひの方かたはよく御存ごぞんじ、諸國しよこく小貨こまかいのが以もつてのほか拂底ふつていで、買かひものに難澁なんじふ一方ひとかたならず。やがて、勿體もつたいないが、俗ぞくに言いふ上潮あげしほから引上ひきあげたやうな十錢紙幣じつせんしへいが蟇口がまぐちに濕々じめ〳〵して、金かねの威光ゐくわうより、黴かびの臭にほひを放なはつた折をりから、當番たうばんの幹事かんじは決けつして剩錢つりせんを持出もちださず、會員くわいゐんは各自かくじ九九九くうくうくうの粒つぶを揃そろへて、屹度きつと持參ぢさんの事こと、と言いふ……蓋けだし發會はつくわい第一番だいいちばんの──お當たうめでたうござる──幹事かんじの弴とんさんが……實じつは剩錢つりせんを集あつめる藁人形わらにんぎやうに鎧よろひを着きせた智謀ちぼう計數けいすうによつたのださうである。

「はい、會費くわいひ。」

　佐賀錦さがにしきの紙入かみいれから、其その、ざく〳〵と銅貨どうくわまじりを扱あつかつた、岡田夫人をかだふじん八千代やちよさんの紙包かみづつみの、こなしのきれいさを今いまでも覺おぼえて居ゐる。

　時ときに復興ふくこうの第一囘だいいつくわいの幹事かんじは──お當たうめでたうござる──水上みなかみさんで。唯たゞ見みる、日本橋にほんばし檜物町ひものちやう藤村ふぢむらの二十七疊にじふしちでふの大廣間おほひろま、黒檀こくたんの大卓だいたくのまはりに、淺葱絽あさぎろの座蒲團ざぶとんを涼すゞしく配くばらせて、一人ひとり第一番だいいちばんに莊重さうちように控ひかへて居ゐる。其その席せきに配くばつた、座蒲團ざぶとん一ひとつ一ひとつの卓たくの上うへに、古色こしよくやゝ蒼然さうぜんたらむと欲ほつする一錢銅貨いつせんどうくわがコツンと一個いつこ。座ざにひらきを置おいて、又またコツンと一個いつこ、會員くわいゐんの數すうだけ載のせてある。煙草盆たばこぼんに香かうの薫かをりのみして、座ざにいまだ人影ひとかげなき時とき、瀧君たきくんの此この光景くわうけいは、眞田さなだが六文錢ろくもんせんの伏勢ふせぜいの如ごとく、諸葛亮しよかつりやうの八門遁甲はちもんとんかふの備そなへに似にて居ゐる。また此この計はかりごとなかるべからず、此これで唯たゞ初音はつねの鳥とりを煮にて、お香々かう〳〵で茶漬ちやづるのならば事ことは足たりよう。座ざに白粉おしろいの薫かをりをほんのりさして、絽縮緬ろちりめんの秋草あきぐさを眺ながめよう。無地むぢお納戸なんどで螢ほたるを見みよう。加之しかのみならず、酒さけは近所きんじよの灘屋なだやか、銀座ぎんざの顱卷はちまきを取寄とりよせて、と云いふ會員一同くわいゐんいちどうの強請きやうせい。考かんがへてご覽らんなさい、九九九で間まに合あひますか。

　一同いちどう幹事かんじの苦心くしんを察さつして、其その一錢いつせんを頂いたゞいた。

　何處どこかで會くわいが打ぶつかつて、微醉機嫌ほろよひきげんで來きた万まんちやんは、怪けしからん、軍令ぐんれいを忘却ばうきやくして、

「何なんです、此この一錢いつせんは──あゝ、然さう〳〵。」

　と兩方りやうはうの肩かたと兩袖りやうそでと一所いつしよに一寸ちよつと搖ゆすつて、内懷うちぶところの紙入かみいれから十圓じふゑん也なり、やつぱり一錢いつせんを頂いたゞいた。

　其處そこでお料理れうりが、もづくと、冷豆府ひややつこ、これは飮のめる。杯さかづき次第しだいにめぐりつゝ、いや、これは淡白あつさりして好いい。酒さけいよ〳〵酣たけなはに、いや、まことに見みても涼すゞしい。が、折をりから、ざあ〳〵降ぶりに風かぜが吹添ふきそつて、次つぎの間まの金屏風きんびやうぶも青味あをみを帶おびて、少々せう〳〵涼すゞしく成なり過すぎた。

「如何いかゞです、岡田をかださん。」

「結構けつこうですな。」

　と、もづくを吸すひ、豆府とうふを挾はさむ容子ようすが、顏かほの色いろも澄すみに澄すんで、風采ふうさいます〳〵哲人てつじんに似にた三郎助畫伯さぶらうすけぐわはくが、

「此この金將きんは一手ひとて上あがり過すぎましたよ。」

　と、將棋しやうぎに、またしても、お負まけに成なるのが、あら〳〵、おいたはしい、と若わかい綺麗きれいどころが、畫伯ぐわはくと云いふと又また頻しきりに氣きを揉もむ。

「軍いくさもお腹なかがお空すきになつては、ねえ。」

　一番いちばん負まかした水上みなかみさんが、故わざと、その上うへに目めを大おほきくして、

「九圓九十九錢きうゑんきうじふきうせんだよ。」

　で仔細しさいを聞きいて、妙めうに弱よわい方はうへ味方みかたする、江戸えどツ子この連中れんぢうが、私わたしも會費くわいひを出だすよ、私あたいだつて。──富ふの字じと云いふ稱なからして工面くめんのいゝ長唄ながうたの姉ねえさんが、煙管きせるを懷劍くわいけんに構かまへて、かみ入いれを帶おびから拔ぬくと、十圓紙幣じふゑんしへいが折疊をりたゝんで入はひつて居ゐる……偉えらい。戀こひか、三十日みそかかに痩やせたのは、また白銅はくどうを合あはせて、銀貨入ぎんくわいれに八十五錢はちじふごせんと云いふのもある……嬉うれしい。寸ほんの志こゝろざしと、藤間ふぢまの名取なとりで、嬌態しなをして、水上みなかみさんの袂たもとに入いれるのがある。……甘うまい。それもよし、これもよし、〆しめて金きん七十圓なゝじふゑん──もしそれ私わたしをして幹事かんじたらしめば、忽たちまちにお盆ぼんの軍用ぐんように充あてようものを、軍規ぐんき些少いさゝかも敵てきにかすめざる瀧君たきくんなれば、志こゝろざしはうけた──或あるひは新築しんちくの祝いはひ、或あるひは踊をどり一手ひとての祝儀しうぎ、或あるひは病氣見舞びやうきみまひとして、其その金子きんすは、もとの帶おびへ返かへつた。軍機ぐんきをもらす恐おそれはあるが、まぶと成なつて、客きやくの臺だいのものを私わたくしせず、いろと成なつて、旦那だんなの會計くわいけいを煩わづらはさない事ことを、彼あの妓こ等たちのために、其その旦那だんななるものに、諒解りやうかいを要求えうきうする。これ第一だいいちは瀧君たきくんのために、説とくこと、こゝに及およぶ所以ゆゑんである。

　さるほどに、美人びじんたちの此この寄附きふによつて、づらりと暖あつたかいものが並ならんで、金屏風きんびやうびもキラ〳〵と輝かゞやき渡わたり、燒やきのりをたて引ひいて心配しんぱいして居ゐた、藤村ふぢむらの優やさしい妹分いもとぶんも、嬉うれしさうな顏かほをした。

　此この次會じくわいをうけた──當たうの幹事かんじが弴とんさんであつた。六月下旬ろくぐわつげじゆん。午後五時ごごごじ。

　時間勵行じかんれいかう。水上みなかみさんは丸まるの内うちの會社くわいしやからすぐに出向でむく。元園町もとぞのちやうの雪岱せつたいさんは出でさきから參會さんくわいと。……其處そこで、道順みちじゆんだから、やすい圓ゑんタクでお誘さそひ申まをさうかと、もし、もし、電話でんわ（註ちう。お隣となりのを借かりる）を掛かけると六丁目ろくちやうめ里見氏宅さとみしたくで、はあ、とうけて、婀娜あだな返事へんじが──幹事かんじで支度したくがありますから、時間じかんを早はやく、一足ひとあしお先さきへ──と言いふのであつた。

　其その夕刻ゆふこくは、六文錢ろくもんせんも、八門遁甲はちもんとんかふも何なんにもない。座ざに、煙草盆たばこぼんを控ひかへて、私わたしが先まづ一人ひとり、斜なゝめに琵琶棚びはだなを見込みこんで、ぽかんと控ひかへた。青疊あをだたみ徒いたづらに廣ひろくして、大卓だいたくは、浮島うきしまの體ていである。

　一ひとあし先さきの幹事かんじが見みえない。やがて、二十分にじつぷんばかりにして、當たうの幹事かんじ弴とんさんは、飛車ひしやを拔ぬかれたやうな顏かほをして、

「いや、遲參ちさんで、何なんとも……」

　水上みなかみさんと二人ふたり一所いつしよ。タクシイが日比谷ひびやの所ところでパンクした。しかも時ときが長ながかつたさうである。

　處ところで、弴とんさんは、伏勢ふせぜいのかはりに、常山じやうざんの蛇へび、尾をを撃うてば頭かしらを以もつて、で、所謂いはゆる長蛇ちやうだの陣ぢんを張はつた。即すなはち、一錢銅貨いつせんどうくわ五十餘枚ごじふよまいを、ざらりと一側ひとかはならびに、細ほそい、青あをい、小ちひさい蝦蟇口がまぐちを用意よういして、小口こぐちから、「さあ、さあ、お剩錢つりを。」──これは、以來いらい、九九九會くわいの常備じやうび共通きようつうの具ぐと成なつて、次會じくわいの當番たうばん、雪岱氏せつたいしが預あづかつた。




　後あとで聞きくと、弴とんさんの苦心くしんは、大根だいこんおろし。まだ御馳走ごちそうもない前まへに、敢あへて胃ゐの消化せうくわを助たすけるためではない。諸君しよくん聞きかずや、むかし彌次郎やじらうと喜多八きたはちが、さもしい旅たびに、今いまくひし蕎麥そばは富士ふじほど山盛やまもりにすこし心こゝろも浮島うきしまがはら。其その山やまもりに大根だいこんおろし。おかゝは、うんと藤村家ふぢむらやに驕おごらせて、此この安直あんちよくなことは、もづくの比ひではない。然しかり而しかうして、おの〳〵の腹はらの冷つめたく次第しだいに寒さむく成なつた處ところへ、ぶつ切きり、大掴おほづかみの坊主ばうずしやも、相撲すまふが食くつても腹はらがくちく成なるのを、赫かつと煮にようと云いふ腹案ふくあん。六丁目ろくちやうめを乘出のりだした其その自動車じどうしやで、自分じぶん兩國りやうごくを乘切のりきらう意氣込いきごみ、が、思おもひがけないパンクで、時ときも過すぎれば、氣きが拔ぬけたのださうである。

　此この帷幄ゐあくに參さんして、蝶貝蒔繪てふがひまきゑの中指なかざし、艷々つや〳〵しい圓髷まるまげをさし寄よせて囁さゝやいた計はかりごとによれば──此このほかに尚なほ、酒さけの肴さかなは、箸はしのさきで、ちびりと醤油しやうゆ（鰹節かつをぶしを添そへてもいゝ、料亭れうてい持出もちだし）をなめさせ、鉢肴はちざかなまた洗あらひと稱となへ、縁日えんにちの金魚きんぎよを丼どんぶりに浮うかせて──（氷こほりを添そへてもいゝ）──後のちにひきものに持もたせて歸かへす、殆ほとんど籠城ろうじやうに馬うまを洗あらふ傳説でんせつの如ごとき、凄すごい寸法すんぱふがあると仄聞そくぶんした。──しかし、一いち自動車じどうしやの手負ておひ如ごときは、ものの數かずでもない、戰たゝかへば勝かつ驕將けうしやうは、此この張中ちやうちうの説せつを容いれなかつた。勇ゆうなり、また賢けんなるかな。

　第三囘だいさんくわいの幹事かんじは、元園町もとぞのちやう──小村雪岱こむらせつたいさん──受之これをうく。
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